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令
和
３
年
度
健
や
か
親
子

21
全
国
大
会
（
母
子
保
健
家

族
計
画
全
国
大
会
）
が
「
心

に
寄
り
添
い
育
む
次
代 

と

も
に
手
を
取
り
あ
っ
て
」
を

大
会
テ
ー
マ
に
、
岩
手
県
盛

岡
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
、
母
子
保
健
・
家
族

計
画
や
「
健
や
か
親
子
21
」

の
推
進
に
ご
尽
力
さ
れ
て
お

ら
れ
る
方
々
が
全
国
各
地
か

ら
一
同
に
参
集
さ
れ
、
盛
大

に
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
を
切
に
望
ん
で
お
り

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
「
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
」
）
の
感
染

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
は
２
０

１
９
年
12
月
に
、
中
国
武
漢

市
で
初
め
て
確
認
さ
れ
、
２

０
年
３
月
10
日
に
世
界
保
健

機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
公
衆
衛

生
上
の
緊
急
事
態
宣
言
を
発

出
、
翌
11
日
に
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
で
あ
る
と
認
定
し
て
い
ま

す
。

　
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
昨

す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
人

口
の
80
％
を
超
え
て
い
る
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
感
染
者

数
が
増
加
し
再
び
規
制
を
強

化
す
る
と
の
情
報
も
あ
り
、

わ
が
国
に
あ
っ
て
も
予
断
が

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
至
る
ま

で
の
間
、
未
だ
か
つ
て
人
類

が
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
拡
大
に
伴

う
〝
自
粛
生
活
〞
は
、
経
済

活
動
の
停
滞
だ
け
で
な
く
、

人
間
関
係
の
希
薄
化
、
さ
ら

に
は
性
意
識
・
性
行
動
に
も

大
き
な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
本
会
が
取
り

組
ん
で
い
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
性
と
生

殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
）

が
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

身
近
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
で
自

粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基

づ
く
暴
力
や
児
童
虐
待
な
ど

の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
ま
し

た
。
内
閣
府
や
警
察
庁
な
ど

が
発
表
す
る
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数

の
増
加
が
そ
れ
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。
例
年
に
比
べ
て
、

女
性
の
自
殺
件
数
が
増
え
た

こ
と
な
ど
も
、
経
済
的
貧
困

と
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
が
関

係
し
て
い
る
こ
と
を
否
定
で

き
ま
せ
ん
。
感
染
拡
大
地
域

か
ら
の
移
動
制
限
に
よ
り
、

里
帰
り
分
娩
を
断
念
し
た
女

性
。
一
方
で
、
感
染
拡
大
地

域
を
逃
れ
て
の
急
な
里
帰
り

分
娩
を
決
め
た
女
性
な
ど
も

あ
っ
て
産
科
施
設
に
混
乱
が

生
じ
る
こ
と
な
ど
も
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
本
年
８
月
に
は
自
宅
療
養

中
の
妊
婦
さ
ん
が
、
入
院
調

整
が
行
わ
れ
た
も
の
の
受
け

入
れ
先
が
見
つ
か
ら
ず
、
自

宅
で
出
産
。
早
産
で
新
生
児

が
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
件
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
同
様
な
こ
と
は
、
癌
検

診
受
診
者
の
大
幅
減
少
に
よ

っ
て
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
の
遅
れ
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

　
全
国
一
斉
休
校
な
ど
も
あ

っ
て
か
、
自
宅
で
の
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
少
女
が
予

期
せ
ぬ
妊
娠
不
安
に
襲
わ

れ
、
に
ん
し
ん
Ｓ
Ｏ
Ｓ
相
談

件
数
が
急
増
し
た
こ
と
。
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
妊
娠
届
出

状
況
報
告
に
よ
れ
ば
、
妊
娠

届
出
件
数
が
20
年
度
は
19
年

度
に
比
べ
て
４
・
８
％
減
少

し
、
少
子
化
傾
向
が
ま
す
ま

す
進
行
し
て
い
る
こ
と
も
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
―
19
の
拡
大
は
、
私
た
ち

の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ

イ
ツ
を
多
方
面
で
脅
か
し
て

い
ま
す
が
、
「
全
国
ど
こ
で

も
、
誰
で
も
、
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
実
現

す
る
」
こ
と
を
運
動
目
標
と

し
て
い
る
本
会
の
姿
勢
は
、

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
拡
大
を

理
由
に
変
え
る
わ
け
に
は
参

り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
こ
の

よ
う
な
危
機
的
状
況
に
あ
る

と
き
こ
そ
、
本
会
が
果
た
す

べ
き
役
割
の
大
き
さ
を
痛
感

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
昨
年
度
の
厚
生
労
働
科
学

特
別
研
究
事
業
の
一
環
と
し

て
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
流
行
化
の
自
粛
の

影
響
―
予
期
せ
ぬ
妊
娠
等
に

関
す
る
実
態
調
査
と
女
性
の

健
康
に
対
す
る
適
切
な
支
援

提
供
体
制
の
構
築
の
た
め
の

研
究
」
の
分
担
研
究
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
本
会
で

は
、
「
日
本
に
お
け
る
第
一

次
緊
急
事
態
宣
言
下
の
１
万

人
調
査
」
を
実
施
し
、
多
く

の
研
究
成
果
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
中
で
も
興
味
深
か
っ
た
の

は
、
昨
年
の
３
月
下
旬
か
ら

５
月
下
旬
、
す
な
わ
ち
第
一

次
緊
急
事
態
宣
言
下
に
あ
っ

て
、
セ
ッ
ク
ス
に
対
す
る
消

極
性
が
一
段
と
加
速
し
た
こ

と
で
す
。
既
婚
者
で
あ
っ
て

も
、
４
割
を
超
え
る
既
婚
者

が
「
そ
の
時
期
、
セ
ッ
ク
ス

を
し
て
い
な
い
」
と
回
答
。

３
密
の
最
た
る
も
の
が
セ
ッ

ク
ス
な
の
で
し
ょ
う
か
ら
、

さ
も
あ
り
な
ん
で
す
が
、
結

果
と
し
て
妊
娠
届
出
件
数
が

減
少
す
る
の
は
当
然
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
自
粛
生
活
を
求
め
ら
れ
て

い
る
環
境
下
に
あ
っ
て
も
、

「
充
実
し
て
い
た
」
と
回
答

す
る
国
民
が
４
割
近
く
い
た

こ
と
も
驚
き
で
す
。
こ
う
回

答
し
た
方
々
に
共
通
し
て
い

た
の
が
、
自
粛
下
で
あ
っ
て

も
「
人
と
人
と
を
分
断
さ
せ

な
い
、
孤
立
さ
せ
な
い
配
慮

が
必
要
で
あ
る
こ
と
」
「
収

入
の
減
少
が
起
こ
ら
な
い
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
」
な
ど
で
し
た
。
今
更
申

し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
感
染
症
対
策
の
基
本

は
、
こ
ま
め
な
手
洗
い
、
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
、
そ
し
て
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保

つ
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
こ

と
は
言
を
俟
ち
ま
せ
ん
。
そ

れ
が
、
繋
が
り
を
求
め
な
が

ら
生
き
て
い
る
動
物
で
あ
る

私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
極
め

て
非
情
な
も
の
と
映
り
か
ね

ま
せ
ん
。
積
極
的
な
ワ
ク
チ

ン
接
種
と
、
接
種
後
の
ブ
レ

イ
ク
ス
ル
ー
感
染
を
防
止
す

る
た
め
の
マ
ス
ク
着
用
な
ど

を
励
行
し
な
が
ら
も
、
ど
う

し
た
ら
人
と
人
と
が
「
繋
が

る
」
こ
と
が
で
き
る
か
を
、

「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
」「
ａ
ｆ

ｔ
ｅ
ｒ
コ
ロ
ナ
」を
見
据
え
、

「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
踏

ま
え
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
肝
要
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
本
会
と
し
て

も
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
／
ラ

イ
ツ
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
取
り
組
ん
で
参
る
所
存

で
す
の
で
、
今
後
も
皆
様
方

か
ら
の
な
お
一
層
の
ご
支
援

と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

拡
大
を
回
避
す
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨

年
度
は
開
催
を
断
念
し
た
こ

と
を
鑑
み
れ
ば
、
モ
ニ
タ
ー

を
通
し
て
で
あ
っ
て
も
参
加

者
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
は
望
外
の
喜
び
で
す
。

日
本
に
留
ま
ら
ず
、
世
界
で

も
未
曾
有
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ

っ
て
、
本
大
会
の
開
催
の
た

め
に
周
到
な
ご
尽
力
を
賜
り

ま
し
た
岩
手
県
、
盛
岡
市
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
者
各
位

に
対
し
深
甚
な
る
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
た
び
、
本
大

会
に
お
い
て
栄
え
あ
る
表
彰

を
お
受
け
に
な
ら
れ
る
皆
様

方
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
母

子
保
健
・
家
族
計
画
の
分
野

に
お
い
て
多
大
な
ご
尽
力
を

賜
っ
た
方
々
で
あ
り
、
こ
こ

に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
衷
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
１
月
16
日
に
国
内
最
初
の

感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
以

来
、
お
お
む
ね
２
年
弱
。
こ

の
間
に
、
第
５
波
を
経
験

し
、
緊
急
事
態
宣
言
が
４
度

に
わ
た
っ
て
発
出
さ
れ
る
な

ど
、
私
た
ち
の
日
常
は
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
拡
大
に
伴
っ

て
大
き
く
変
化
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
は
っ
き
り
と
し
た
理
由
は

分
か
り
か
ね
ま
す
が
、
感
染

者
が
急
激
に
減
少
し
た
こ
と

を
受
け
て
、
３
月
21
日
以
来

約
半
年
ぶ
り
と
な
る
緊
急
事

態
宣
言
・
ま
ん
延
防
止
措
置

が
10
月
１
日
か
ら
全
面
解
除

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
加
速
し

た
こ
と
を
、
感
染
者
減
少
の

要
因
と
言
う
専
門
家
も
い
ま

北村邦夫　本会会長

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、手
を
緩
め
て
は

い
け
な
い
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ・ヘ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
と

 

「
繋
が
る
」こ
と
の
両
立
を

全
国
大
会
に
よ
せ
て北村

　
邦
夫

一
般
社
団
法
人
日
本
家
族
計
画
協
会 

会
長

令 和
３年度

健
や
か
親
子
21
全
国
大
会

（
母
子
保
健
家
族
計
画
全
国
大
会
）

11
月
4
日
㈭

 

〜
5
日
㈮
開
催

https://www.nobelpharma.co.jp
https://nobelpark.jp
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第１
子
育
て
家
庭
を
包
括

的
に
支
援
す
る
体
制

の
構
築

　
核
家
族
化
・
共
働
き
世
帯

増
加
な
ど
の
家
族
構
成
の
変

化
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
等
に
よ
り
、
家
庭
だ
け

で
の
子
育
て
が
難
し
く
な
っ

て
お
り
、
特
に
未
就
園
児
を

中
心
に
、
虐
待
等
の
リ
ス
ク

が
顕
在
化
す
る
前
の
早
期
支

援
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

　
支
援
対
象
世
帯
が
多
様
に

な
る
中
で
、
支
援
を
要
す
る

子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支
援

（
家
庭
支
援
）
の
充
実
を
図

り
、
結
果
と
し
て
虐
待
を
未

然
に
防
止
す
る
仕
組
み
の
強

化
に
向
け
て
制
度
見
直
し
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
制
度
見
直
し
の
検
討
の

中
で
、
モ
デ
ル
的
に
着
手
す

る
こ
と
が
可
能
な
事
業
を
実

施
す
る
。

　
ま
た
、
子
ど
も
ら
し
い
生

　
令
和
３
年
度
母
子
保
健
・
家
族
計
画
功
労
者
の
表
彰
式
が
、
来
る
11
月
４
日
㈭
、

岩
手
県
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
る
「
令
和
３
年
度
健
や
か
親
子
21
全
国
大
会
（
母
子
保

健
家
族
計
画
全
国
大
会
）
」
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
本
会
会
長
表
彰
、厚
生
労
働
大
臣
表
彰
の
被
表
彰
者
は
次
の
通
り
で
す（
敬
称
略
）。

【
個
　
　
人
】

青
森
県
　
　
今
　
　
鶴
代

岩
手
県
　
　
菊
池
　
幸
枝

宮
城
県
　
　
遠
藤
　
民
子

秋
田
県
　
　
赤
平
　
敏
子

山
形
県
　
　
斎
藤
　
憲
康

富
山
県
　
　
伏
木
　
弘

福
井
県
　
　
橋
本
　
剛
太
郎

栃
木
県
　
　
伊
藤
　
洋
子

群
馬
県
　
　
佐
藤
　
雄
一

埼
玉
県
　
　
天
満
屋
敷
千
幸

石
川
県
　
　
田
畠
　
洋
子

岐
阜
県
　
　
山
本
　
淳
子

長
野
県
　
　
小
松
　
あ
つ
子

静
岡
県
　
　
岡
　
　
利
津
子

三
重
県
　
　
福
島
　
千
恵
子

滋
賀
県
　
　
岡
田
　
裕
子

愛
知
県
　
　
山
中
　
法
子

京
都
府
　
　
藤
原
　
朋
子

兵
庫
県
　
　
三
上
　
尚
美

鳥
取
県
　
　
市
野
　
優
枝

島
根
県
　
　
中
山
　
正
子

岡
山
県
　
　
妹
尾
　
展
子

山
口
県
　
　
本
岡
　
亜
希
子

香
川
県
　
　
藤
川
　
シ
ズ
子

佐
賀
県
　
　
境
　
　
明
美

長
崎
県
　
　
亀
井
　
栄
子

大
分
県
　
　
阿
部
　
真
理
子

宮
崎
県
　
　
吉
田
　
美
香

鹿
児
島
県
　
山
内
　
え
み
子

沖
縄
県
　
　
小
濱
　
守
安

青
森
市
　
　
田
中
　
誠
也

柏
市
　
　
　
小
路
　
和
子

川
崎
市
　
　
冨
井
　
悦
子

横
須
賀
市
　
早
川
　
彰
子

新
潟
市
　
　
伊
藤
　
玲
子

【
個
　
　
人
】

岩
手
県
　
　
菅
原
　
や
す
子

岩
手
県
　
　
藤
原
　
幸
子

岩
手
県
　
　
佐
々
木
美
智
穂

宮
城
県
　
　
伊
藤
　
真
理

群
馬
県
　
　
井
上
　
浩

群
馬
県
　
　
大
山
　
碩
也

群
馬
県
　
　
唐
澤
　
伸
子

埼
玉
県
　
　
髙
橋
　
良
江

埼
玉
県
　
　
福
田
　
尚
子

埼
玉
県
　
　
渡
辺
　
隆
志

埼
玉
県
　
　
谷
島
　
春
江

埼
玉
県
　
　
森
　
　
泰
二
郎

埼
玉
県
　
　
平
野
　
素
尚

神
奈
川
県
　
長
谷
川
　
剛
志

神
奈
川
県
　
渡

　
豊
彦

神
奈
川
県
　
鈴
木
　
令
佳

富
山
県
　
　
石
灰
　
紀
子

富
山
県
　
　
桑
間
　
直
志

石
川
県
　
　
池
田
　
睦
美

福
井
県
　
　
中
村
　
廣
子

福
井
県
　
　
西
田
　
ひ
ろ
み

山
梨
県
　
　
雨
宮
　
ふ
く
美

長
野
県
　
　
髙
見
澤
し
ま
子

静
岡
県
　
　
齋
藤
　
由
美

静
岡
県
　
　
鈴
木
　
彩
永
美

愛
知
県
　
　
村
上
　
勇

愛
知
県
　
　
髙
橋
　
昌
久

愛
知
県
　
　
沼
田
　
睦
美

三
重
県
　
　
落
合
　
仁

滋
賀
県
　
　
白
井
　
や
よ
い

京
都
府
　
　
田
村
　
秀
子

京
都
府
　
　
野
々
口
ヒ
ロ
子

大
阪
府
　
　
前
田
　
利
子

兵
庫
県
　
　
毛
利
　
多
恵
子

島
根
県
　
　
狩
野
　
鈴
子

岡
山
県
　
　
三
澤
　
み
ど
り

広
島
県
　
　
森
　
　
志
郎

浜
松
市
　
　
波
多
野
美
奈
子

名
古
屋
市
　
山
室
　
理

神
戸
市
　
　
稲
生
　
佐
枝
子

広
島
市
　
　
大
谷
　
潔

松
山
市
　
　
上
田
　
千
里

北
九
州
市
　
木
下
　
広
江

大
分
市
　
　
長
谷
川
さ
や
か

本
部
推
薦
　
池
上
　
芳
美

本
部
推
薦
　
土
橋
　
義
房

本
部
推
薦
　
友
田
　
明
美

本
部
推
薦
　
宮
原
　
富
士
子

【
団
　
　
体
】

愛
媛
県
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
べ

子
育
て
支
援
団
体
ぽ
っ
か
ぽ

か千
葉
市
　
一
般
社
団
法
人
千

葉
市
助
産
師
会

本
部
推
薦
　
富
士
製
薬
工
業

株
式
会
社

 

（
47
人
３
団
体
）

山
口
県
　
　
野
﨑
　
美
紀

山
口
県
　
　
青
木
　
光
惠

山
口
県
　
　
松
田
　
純
子

香
川
県
　
　
白
川
　
サ
ヨ
子

愛
媛
県
　
　
井
伊
　
貴
子

愛
媛
県
　
　
幸
田
　
栄
子

福
岡
県
　
　
一
木
　
貞
徳

福
岡
県
　
　
川
野
　
敦
子

福
岡
県
　
　
田
中
　
信
夫

大
分
県
　
　
渡
邉
　
し
お
り

宮
崎
県
　
　
森
　
　
伴
子

鹿
児
島
県
　
簗
詰
　
美
知
子

鹿
児
島
県
　
米
山
　
晃
代

鹿
児
島
県
　
鬼
丸
　
高
恒

沖
縄
県
　
　
石
川
　
邦
夫

沖
縄
県
　
　
宮
里
　
善
次

沖
縄
県
　
　
謝
敷
　
悦
子

中
央
推
薦
　
岡
田
　
寿
朗

中
央
推
薦
　
松
岡
　
典
子

中
央
推
薦
　
三
澤
　
洋
子

中
央
推
薦
　
松
本
　
清
美

中
央
推
薦
　
髙
波
　
眞
佐
治

中
央
推
薦
　
宮
﨑
　
千
恵
子

中
央
推
薦
　
森
田
　
や
す
子

中
央
推
薦
　
米
沢
　
宏

中
央
推
薦
　
中
川
　
信
子

【
団
　
　
体
】

中
央
推
薦
　
城
里
町
母
子
愛

育
会

中
央
推
薦
　
身
延
町
愛
育
会

中
央
推
薦
　
観
音
寺
市
愛
育

会

 

（
63
人
３
団
体
）

 

↓
１
９
０
１
億
円
の
内
数

⑵ 

児
童
虐
待
発
生
時
の
迅

速
・
的
確
な
対
応

１
６
３
５
億
円
の
内
数

 

↓
１
７
９
７
億
円
の
内
数

⑶ 

虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
な

ど
へ
の
支
援

１
６
３
６
億
円
の
内
数

 

↓
１
７
９
２
億
円
の
内
数

 

＋
事
項
要
求

第３
「
新
子
育
て
安
心
プ

ラ
ン
」
を
は
じ
め
と

し
た
総
合
的
な
子
育

て
支
援

　
「
新
子
育
て
安
心
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
く
保
育
の
受
け

皿
整
備
や
こ
れ
に
伴
い
必
要

と
な
る
保
育
人
材
の
確
保
な

ど
に
つ
い
て
、
意
欲
的
に
取

り
組
む
地
方
自
治
体
を
積
極

的
に
支
援
す
る
。

　
ま
た
、
成
育
基
本
法
及
び

母
子
保
健
に
係
る
様
々
な
取

組
を
推
進
す
る
国
民
運
動
計

画
で
あ
る
「
健
や
か
親
子
21

（
第
２
次
）
」
等
を
基
盤
と

し
、
地
域
に
お
け
る
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切

れ
目
の
な
い
支
援
等
を
推
進

す
る
。

⑴ 

保
育
の
受
け
皿
整
備
・
保

育
人
材
の
確
保
等

９
６
９
億
円
の
内
数

 

↓
１
０
６
６
億
円
の
内
数

 

＋
事
項
要
求

⑵ 
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
の
推
進
（
一
部
社
会

保
障
の
充
実
）
※
一
部
を

除
き
、
内
閣
府
予
算
に
計

上
３
兆
２
０
７
０
億
円
の
内
数

↓
３
兆
１
８
８
１
億
円
の
内

数
＋
事
項
要
求

　
厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
の
「
令
和
４
年
度
概

算
要
求
の
概
要
」
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。
※
よ
り
詳
し
い
情
報
は
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
。

⑶ 

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す

い
環
境
づ
く
り

１
５
９
億
円
の
内
数

 

↓
１
７
３
億
円
の
内
数

 

＋
事
項
要
求

第４
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

自
立
支
援
及
び
困
難

な
問
題
抱
え
る
女
性

へ
の
支
援
等
の
推
進

　
「
子
供
の
貧
困
対
策
に
関

す
る
大
綱
」
（
令
和
元
年
11

月
29
日
閣
議
決
定
）
及
び

「
母
子
家
庭
等
及
び
寡
婦
の

生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め

の
措
置
に
関
す
る
基
本
方

針
」
（
令
和
２
年
３
月
23
日

厚
生
労
働
省
告
示
第
78
号
）

等
に
基
づ
き
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
就
業
に
よ
る
自
立
に
向

け
、
就
業
支
援
を
基
本
と
し

つ
つ
、
子
育
て
・
生
活
支

援
、
学
習
支
援
な
ど
の
総
合

的
な
支
援
の
充
実
を
図
る
。

　
ま
た
、多
様
化
・
複
合
化
、

複
雑
化
が
見
ら
れ
る
女
性
が

抱
え
る
困
難
な
問
題
に
対
応

す
る
た
め
、
婦
人
保
護
施
設

の
機
能
強
化
、
婦
人
相
談
員

の
処
遇
改
善
や
、
関
係
機
関

の
連
携
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働

に
よ
る
支
援
等
を
推
進
す

る
。

⑴ 

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
自
立

支
援
の
推
進

１
７
５
６
億
円
の
内
数

 

↓
１
７
９
０
億
円
の
内
数

 

＋
事
項
要
求

⑵ 

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女

性
へ
の
支
援
な
ど
婦
人
保

護
事
業
の
推
進

２
３
６
億
円
の
内
数

 

↓
３
９
０
億
円
の
内
数

第５
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興
へ
の

支
援

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
児
童
福
祉
施
設
等
の
速
や

か
な
復
旧
を
図
る
と
と
も

に
、
被
災
し
た
子
ど
も
へ
の

心
身
の
ケ
ア
等
総
合
的
な
支

援
を
行
う
。

⑴ 

児
童
福
祉
施
設
等
の
災
害

復
旧
に
対
す
る
支
援
（
復

興
庁
計
上
）

２
・
５
億
円
↓
11
億
円

⑵ 

被
災
し
た
子
ど
も
に
対
す

る
支
援
（
復
興
庁
計
上
）

１
２
５
億
円
の
内
数

 

↓
１
２
０
億
円
の
内
数

※
被
災
者
支
援
総
合
交
付
金

の
内
数

◇
　
◇
　
◇

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
い

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援

に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
か

ら
３
年
間
を
「
集
中
取
組
期

間
」
と
し
て
取
り
組
み
、
社

会
的
認
知
度
の
向
上
、
地
方

自
治
体
に
よ
る
実
態
調
査
や

研
修
、
先
進
的
な
取
組
に
対

す
る
支
援
、
当
事
者
団
体
や

支
援
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
支
援
す
る
。

⑴ 

母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の

一
体
的
な
支
援
体
制
の
構

築
等

２
１
４
億
円
の
内
数
（
令
和

３
年
度
当
初
予
算
額
）

↓
３
６
６
億
円
の
内
数
（
令

和
４
年
度
概
算
要
求
額
）

第２
児
童
虐
待
防
止
対
策・

社
会
的
養
育
の
迅
速

か
つ
強
力
な
推
進

　
児
童
相
談
所
や
市
区
町
村

の
子
ど
も
家
庭
支
援
体
制
の

強
化
、
特
別
養
子
縁
組
・
里

親
養
育
へ
の
支
援
の
拡
充
や

児
童
養
護
施
設
等
の
小
規
模

か
つ
地
域
分
散
化
の
更
な
る

推
進
な
ど
「
児
童
虐
待
防
止

対
策
の
抜
本
的
強
化
に
つ
い

て
」
（
平
成
31
年
３
月
19
日

関
係
閣
僚
会
議
決
定
）
を
踏

ま
え
た
児
童
虐
待
防
止
対
策

の
総
合
的
・
抜
本
的
強
化
策

を
迅
速
か
つ
強
力
に
推
進
す

る
。

⑴
児
童
虐
待
の
発
生
予
防
・

早
期
発
見

１
７
３
２
億
円
の
内
数

令和３年度  健やか親子21全国大会
（母子保健家族計画全国大会）被表彰者

日
本
家
族
計
画
協
会 

会
長
表
彰

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

令
和
４
年
度
予
算 

概
算
要
求
の
概
要

厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局

「防ごう！まるとり
　マルトリートメント」
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（　）3 2021年（令和 3年）11月 1 日 家 　 族 　 と 　 健 　 康 （2021年・秋号）

　
２
０
２
０
年
の
上
半
期
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）
拡

大
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
状
況
―

所
得
減
少
、
他
者
と
の
接
触

の
制
限
、
自
宅
滞
在
時
間
の

増
加
等
―
が
発
生
し
た
。
特

に
20
年
３
〜
５
月
（
感
染
拡

大
の
第
１
波
）
の
自
粛
期
間

は
、
国
際
的
な
女
性
へ
の
暴

力
の
増
加
や
自
粛
下
の
孤
独

や
貧
困
、
失
業
な
ど
の
進
行

等
が
報
道
さ
れ
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
、
性
暴
力
被

害
（
Ｄ
Ｖ
を
含
む
）
の
増

加
、
予
期
せ
ぬ
妊
娠
／
人
工

妊
娠
中
絶
の
増
加
（
妊
娠
中

期
の
人
工
妊
娠
中
絶
件
数
の

　
令
和
２
年
度
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
費
補
助
金
（
厚
生
労
働
科
学
特
別
研
究
事
業
）
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
下
の
自
粛
の
影
響
―
予
期
せ
ぬ
妊
娠
等
に
関
す
る
実
態
調
査
と
女
性
の
健
康
に
対
す
る

適
切
な
支
援
提
供
体
制
構
築
の
た
め
の
研
究
」
は
６
つ
の
研
究
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
研
究
代
表

者
と
し
て
統
合
し
、
か
つ
分
担
研
究
者
と
し
て
担
当
し
た
研
究
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
流
行
下
に
お
け
る
人
工

妊
娠
中
絶
の
実
態
調
査
」
お
よ
び
「
性
暴
力
被
害
者
支
援
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
の
実
態
調
査
」
を
通
し
て

見
え
て
き
た
も
の
を
紹
介
す
る
。

増
加
）
等
が
懸
念
さ
れ
、
女

性
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
の
悪
化
や
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
の
阻
害

が
予
想
さ
れ
た
。

◇
　
◇
　
◇

お
り
、
そ
の
毎
年
の
平
均
減

少
率
（
13
〜
19
年
）
は
２
・

67
％
と
算
出
さ
れ
る
が
、
今

回
の
平
均
減
少
率
12
・
８
％

は
、
こ
の
平
均
減
少
率
に
比

較
し
て
大
き
く
、
特
に
５
〜

７
月
は
著
明
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
母
子

保
健
課
の
全
国
調
査
で
20
年

５
〜
７
月
に
妊
娠
の
届
け
出

件
数
（
母
子
健
康
手
帳
取
得

者
数
）
が
大
幅
に
減
少
し
た

こ
と
か
ら
、
出
生
数
は
減
少

し
つ
つ
も
予
期
せ
ぬ
妊
娠
等

に
よ
る
人
工
妊
娠
中
絶
件
数

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
た

が
、
本
研
究
に
よ
る
調
査
結

果
は
予
想
と
は
異
な
る
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
般
男

女
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
性
交

や
妊
活
を
控
え
、
さ
ら
に
不

妊
治
療
も
抑
制
し
た
こ
と
に

影
響
を
受
け
た
も
の
と
推
測

さ
れ
た
（
本
研
究
班
の
北
村

邦
夫
分
担
研
究
：
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
―
19
の
流
行
下
に
お
け

る
、
妊
娠
、
避
妊
に
対
す
る

意
識
と
行
動
の
実
態
調
査
、

な
ら
び
に
安
達
知
子
―
堤
治

　
全
国
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ

ン
タ
ー
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
電
話
相
談
は
や
や

増
加
し
て
い
た
が
、
地
域
の

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
発
生
状
況

や
こ
れ
に
対
応
す
る
自
治
体

の
感
染
対
策
の
方
針
な
ど
に

よ
り
、
被
害
相
談
件
数
の
増

減
は
影
響
を
受
け
た
と
考
え

ら
れ
た
。ま
た
、大
阪
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
の
Ｓ
Ａ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
対
す
る
聞
き

取
り
調
査
で
は
、
前
年
と
比

較
し
て
、
新
規
来
所
件
数
や

強
制
性
交
等
被
害
者
数
に
差

は
な
く
、
外
出
先
で
の
強
制

性
交
等
被
害
は
む
し
ろ
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
知
り
合
っ
た
相
手
に
よ
る

相
手
宅
な
ど
で
の
被
害
や
Ｄ

Ｖ
や
虐
待
に
よ
る
性
被
害
増

加
の
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
は
メ

ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
に
よ
る

相
談
を
受
け
付
け
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
半
数
以
上
あ
る
こ

と
や
Ｄ
Ｖ
を
扱
っ
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
な
ど
も

明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
方

で
、
身
近
に
加
害
者
が
い
る

こ
と
を
危
惧
し
た
コ
メ
ン
ト

も
複
数
見
ら
れ
た
こ
と
よ

り
、
特
に
Ｄ
Ｖ
等
の
被
害
者

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
お
よ
び
自
粛
の
影
響
に

よ
る
人
工
妊
娠
中
絶
件
数
等

へ
の
影
響
は
予
想
と
は
異
な

り
大
幅
に
減
少
し
、
い
わ
ゆ

る
中
期
中
絶
件
数
の
増
加
は

認
め
ず
、
強
制
性
交
等
被
害

件
数
も
増
加
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
一
方
で
、
こ
の
よ

う
な
状
況
下
で
は
特
に
、
予

期
せ
ぬ
妊
娠
等
を
防
ぐ
こ
と

は
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ

る
が
、
適
切
な
性
教
育
や
情

報
提
供
が
な
さ
れ
て
お
ら

ず
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
相
談

で
き
る
環
境
に
は
な
か
っ
た

こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
感
染

症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
大
災
害

時
に
は
、
弱
い
立
場
の
女
性

や
子
ど
も
た
ち
に
暴
力
な
ど

は
向
か
い
や
す
い
こ
と
が
危

惧
さ
れ
た
。

　
以
上
よ
り
、
人
間
関
係
性

を
大
切
に
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
い
、
自

身
を
守
り
、
自
尊
心
を
育
成

す
る
こ
と
も
網
羅
す
る
「
包

括
的
性
教
育
」
を
わ
が
国
で

も
整
備
し
、
実
践
し
て
い
く

こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

妊
娠
中
絶
の
相
談
、
性
暴

力
、
虐
待
へ
の
適
切
な
相
談

窓
口
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
各
相
談
窓
口
間
の
連

携
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
方
法
】

　
各
都
道
府
県
産
婦
人
科
医

会
長
よ
り
母
体
保
護
法
指
定

施
設
３
〜
８
施
設
を
推
薦
い

た
だ
き
、
１
９
２
施
設
に
研

究
協
力
依
頼
を
行
い
、
同
意

を
得
た
施
設
に
調
査
を
行
っ

た
。

　
⑴
19
年
１
〜
12
月
お
よ
び

20
年
１
〜
９
月
に
お
け
る
人

工
妊
娠
中
絶
件
数
と
人
工
妊

娠
中
絶
選
択
に
対
す
る
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
流
行
お
よ
び
性

暴
力
や
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
影
響
に

つ
い
て
の
意
識
調
査
を
１
８

２
施
設
に
行
っ
た
。

　
⑵
20
年
10
月
15
日
〜
11
月

14
日
ま
で
の
１
か
月
間
に
お

け
る
人
工
妊
娠
中
絶
手
術
患

者
へ
、年
齢
、週
数
、
妊
娠
・

分
娩
回
数
、婚
姻
状
況
、避
妊

法
・
緊
急
避
妊
使
用
の
有
無
、

人
工
妊
娠
中
絶
を
選
択
し
た

背
景
等
を
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19

流
行
の
影
響
も
含
め
て
、
１

７
８
施
設
に
対
し
、
医
療
者

か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
調

査
を
行
っ
た
。

　
対
象
施
設
の
19
年
の
人
工

妊
娠
中
絶
件
数
（
３
万
１
３

０
９
件
）
は
、
19
年
度
の
国

の
統
計
か
ら
み
た
全
国
の
人

工
妊
娠
中
絶
件
数
の
約
20
％

を
占
め
、
そ
の
年
齢
分
布
も

国
の
統
計
の
分
布
と
同
様
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
の
動

向
を
示
す
信
頼
の
お
け
る
調

査
と
考
え
ら
れ
た
。

【
結
果
】

　
⑴
20
年
（
１
〜
９
月
）
の

人
工
妊
娠
中
絶
件
数
は
、
ど

の
月
に
お
い
て
も
前
年
と
比

較
し
て
有
意
に
減
少
し
た

（
図
１
）
。

　
な
お
、
厚
生
労
働
省
衛
生

行
政
報
告
例
（
母
体
保
護
関

係
）
に
よ
れ
ば
、
人
工
妊
娠

中
絶
件
数
は
毎
年
減
少
し
て

研
究
協
力
者
担
当
分
担
研

究
：
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
流

行
下
に
お
け
る
妊
活
中
の
患

者
お
よ
び
不
妊
治
療
施
設
に

お
け
る
生
殖
医
療
に
対
す
る

意
識
と
実
態
の
調
査
よ
り
）。

　
⑵
妊
娠
12
週
以
後
の
い
わ

ゆ
る
中
期
人
工
妊
娠
中
絶
件

数
に
つ
い
て
は
、図
２
に
、１

か
月
間
の
個
別
症
例
か
ら
の

調
査
で
示
す
が
、
む
し
ろ
減

少
し
た
。通
勤
、通
学
の
制
約

が
緩
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

受
診
週
数
は
む
し
ろ
早
く
な

っ
た
こ
と
も
一
因
と
推
測
さ

れ
た
。一
方
、19
歳
以
下
の
若

年
女
性
の
人
工
妊
娠
中
絶

は
、例
年
同
様
に
、他
の
年
齢

層
に
比
較
し
て
、
妊
娠
週
数

が
進
ん
で
か
ら
人
工
妊
娠
中

絶
す
る
割
合
が
高
か
っ
た
。

　
な
お
、
人
工
妊
娠
中
絶
を

選
択
し
た
女
性
た
ち
の
避
妊

実
施
率
は
、
人
工
妊
娠
中
絶

に
至
っ
た
妊
娠
時
に
避
妊
あ

り
は
35
・
４
％
で
、
19
年
国

連
報
告
に
お
け
る
日
本
人
の

避
妊
実
施
率
39
・
８
％
と
同

等
の
避
妊
実
施
率
で
あ
り
、

避
妊
法
と
し
て
ほ
と
ん
ど
が

コ
ン
ド
ー
ム
と
腟
外
射
精
の

不
確
実
な
避
妊
法
を
使
用
し

て
お
り
、
既
報
告
の
日
本
人

全
体
の
使
用
避
妊
法
と
同
様

で
あ
っ
た
。
緊
急
避
妊
に
つ

い
て
は
、
全
体
の
２
・
７
％

が
使
用
し
て
い
た
。

　
人
工
妊
娠
中
絶
選
択
に
対

す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
な

し
が
77
・
６
％
で
、
あ
り
は

７
・
７
％
と
少
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
あ
り
と
回
答
し
た

も
の
に
お
け
る
そ
の
理
由
は

失
職
や
収
入
減
少
な
ど
の
経

済
的
理
由
が
多
く
、
Ｄ
Ｖ
等

暴
力
に
よ
る
も
の
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
結
び
付
い
て
い
な

か
っ
た
。

は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

へ
は
ア
ク
セ
ス
し
に
く
い
こ

と
、
こ
れ
ら
の
被
害
者
は
逆

に
妊
娠
Ｓ
Ｏ
Ｓ
な
ど
へ
は
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
、
学
校
閉

鎖
な
ど
の
影
響
で
若
者
に
は

学
校
や
養
護
教
諭
へ
の
直
接

の
相
談
が
し
に
く
い
こ
と
な

ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
上
記
研
究
か
ら
、

予
期
せ
ぬ
妊
娠
に
関
連
し
た

そ
れ
ぞ
れ
の
適
切
な
相
談
窓

口
を
、
機
能
的
に
わ
か
り
や

す
く
知
ら
せ
る
た
め
の
冊
子

を
作
成
し
た
（https://

www.jaog.or.jp/wp/wp-
content/uploads/2021/
07/kouroukakenn2021.
pdf

）。医
療
機
関
や
薬
局
、

学
校
等
で
使
用
で
き
、
予
期

せ
ぬ
妊
娠
等
へ
の
不
安
、
避

妊
相
談
、
養
育
不
安
や
人
工

図１　2019年と2020年の人工妊娠中絶件数の比較
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本紙「家族と健康」は、パソコン・スマホ
などからもご覧いただけます。 家族と健康  日本家族計画協会 検索

　
９
月
18
日
㈯
に
、
秋
田
県

秋
田
市
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
と
全
国
各
地
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
結
び
、
第
９
回
思
春
期

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
全
国

大
会
in
秋
田
が
開
催
さ
れ
た

（
主
催
＝
日
本
ピ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
・
ピ
ア
エ
デ
ュ
ケ

ー
シ
ョ
ン
研
究
会
、
本
大
会

実
行
委
員
会
、
後
援
＝
本
会

ほ
か
）
。

　
こ
の
大
会
は
２
年
に
１

度
、
思
春
期
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
Ⓡ
（
ピ
ア
っ
子
）
お
よ

び
養
成
者
・
支
援
者
ら
が
集

い
、
交
流
と
研
修
を
通
じ

て
、
思
春
期
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
活
動
の
一
層
の
向
上

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
る
。

　
全
国
12
県
か
ら
１
１
４
名

が
参
加
し
た
今
大
会
の
テ
ー

マ
は
「
わ
ん
ダ
フ
ル
ピ
ア
フ

ラ
ワ
ー
〜
ピ
ア
の
花
を
全
国

に
咲
か
せ
よ
う
！
〜
」
。
コ

ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
オ
ン
ラ

イ
ン
で
つ
な
が
り
、
ピ
ア
フ

ラ
ワ
ー
を
雄
大
に
咲
か
せ
た

い
と
の
思
い
か
ら
考
え
ら
れ

た
。

　
大
会
は
、
開
会
式
の
後
、

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
し
て
参
加

12
県
の
「
県
花
」
を
と
り
あ

げ
た
ク
イ
ズ
を
行
っ
た
。
そ

の
後
、
各
県
ご
と
に
地
域
の

特
色
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
ピ
ア

活
動
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て

い
っ
た
。

　
午
後
は
、
１
グ
ル
ー
プ
４

〜
５
人
で
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
た
ピ
ア
活
動
〜
今
で
き

る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
し
た
い

こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
地

で
同
じ
志
で
活
動
し
て
い
る

同
世
代
の
仲
間
と
話
し
合
う

「
ピ
ア
カ
フ
ェ
」
が
開
催
さ

れ
た
。

　
本
大
会
開
催
に
向
け
、
実

行
委
員
は
参
加
者
へ
記
念
品

を
用
意
し
発
送
し
た
り
、
Ｚ

ｏ
ｏ
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第809号（8月1日発行）

・厚労省中絶・流産手術について学会・団体に通知
・在宅時間長期化で受動喫煙増―国がんアンケート調査
・ピル承認秘話〈第41話〉ピルの専門家から学んだ１週間（2）
・ 市谷クリニックへようこそ！（思春期・FP相談LINE相談員　松丸アキ）
・OC／LEPが私の医師人生をどう変えたか〈17〉OC／LEPと私
　（国立病院機構弘前病院産婦人科・丹藤伴江）
・【海外情報クリップ】スウェーデンの性教育　ほか

第810号（9月1日発行）

・妊婦は妊娠時期を問わずワクチン接種を―日産婦ほか
・ピル承認秘話〈第42話〉天皇制とピル
・ 市谷クリニックへようこそ！
（東京都不妊・不育ホットライン相談員　金子友紀）
・ OC／LEPが私の医師人生をどう変えたか〈18〉OC／LEPは未病を治すツ
ールとして（医療法人社団厚友会　露仙堂クリニック・栁堀厚）
・ 【海外情報クリップ】経口避妊薬と卵巣がんリスクの減少―オランダ　ほか

第811号（10月1日発行）

・ 寄稿「新型コロナウイルス感染症流行下における人工妊娠中絶、ならびに性
暴力被害者支援ワンストップセンターの実態調査」を終えて
（母子愛育会総合母子保健センター愛育病院院長・安達知子）
・ピル承認秘話〈第43話〉朝日新聞論壇「ピル使用の早期承認を望む」
・ 市谷クリニックへようこそ！
（思春期・FP相談LINE／OCヘルプデスク相談員　東亜紀）
・【海外情報クリップ】幼少期の虐待と自殺―香港　ほか

第812号（11月1日発行）

・ 職域保健の現場から〈49〉高知県の事業所支援から見えてきているもの～
高知県産業保健総合支援センター保健師として～（独立行政法人労働者健康
安全機構高知産業保健総合支援センター・豊田あさみ）

・ピル承認秘話〈第44話〉
・ 市谷クリニックへようこそ！（思春期・FP相談LINE／OCヘルプデスク相
談員　菅井育美）

・ OC／LEPが私の医師人生をどう変えたか〈19〉OC／LEPで女性の包括的
なヘルスケアの一翼を担う（獨協医科大学産科婦人科・添田わかな）

・【海外情報クリップ】避妊の軌跡―米国
・厚労省「新・健康生活のススメ」公表
・児童虐待防止推進月刊標語決定　ほかhttps://www.jfpa.or.jp/kazokutokenko/

機関紙「家族と健康」WEB版は、下記のアドレスからご覧いただけます。

第９回思春期ピアカウンセリング全国大会in秋田　実行委員長
秋田看護福祉大学看護福祉学部看護学科４年

伊藤　藍加（ピアネーム：ししゃも）

　今大会は、北は青森県から南は沖縄県
まで、全国各地からたくさんのピアっ子
に参加していただきました。また全国大
会に久しぶりに参加していただいた県もあり、ありがとうございました。
2020年から全国で感染が拡大し始めたコロナの影響により、一時は開催が
危ぶまれた全国大会ですが、日本ピアカウンセリング・ピアエデュケーショ
ン研究会代表髙村寿子先生をはじめ、私たちをずっと支えてくださった養成
者および関係者のみなさん、そして全国から参加してくれたピアっ子の皆さ
んに支えられて、開催を迎えることができたことに感謝しています。
　秋田ピアは、これまで全８回の思春期ピアカウンセリング全国大会に毎回
参加してきました。そのこともあり２年前、次回の全国大会が秋田県で開催
すると決定した時は、秋田のピアっ子は嬉しい気持ちでいっぱいでした。全
国大会に向けて、秋田のピアっ子全員で、実行委員会を立ち上げ、会場やプ
ログラムの企画など準備を進めていました。しかしコロナの影響により、以
前までの全国大会のように全国のピアっ子が秋田に集まって宿泊する形での
開催は難しくなってしまいました。しかし、感染拡大により自粛生活が続き
いろいろなことが制限されている今だからこそ、「全国のピアっ子みんなと
つながりたい、話し合いたい」という思いが大きくなり、開催方法を検討
し、大会初となるオンラインでの開催となりました。
　今大会のテーマは、「わんダフルピアフラワー～ピアの花を全国に咲かせ
よう！～」です。コロナ禍の中でピア活動がなかなかできなかった思いや、
今、どんな活動をできるのか、コロナがおさまったらどんな活動をしていき
たいかを全国各地のピアっ子との交流を通して夢を語り、その夢を栄養とし
て、ピアっ子一人一人がピアへの思いをのせたピアの花、ピアフラワーを雄
大に咲かせたいという思いがテーマに込められています。
　全国のピアっ子と直接会うことができずとても残念でしたが、画面を通し
て皆さんと楽しい時間を共有できました。１日という短い時間ではありまし
たが、無事に開催することができ、嬉しく思っています。

ピアカウンセリング
全国ピアの若者を代表して

実行委員会長より

Zoomで交流する参加者たち
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